
うつぶせ寝と安全なねんねについて 
6 月は、気温や湿度の変化が大きく、子どもたちの体調や生活リズムがゆらぎやすい時期です。 
汗をかきやすくなったり、眠りがいつもより深くなることもあります。 
今月のほけんだよりでは、乳幼児の「ねんね」と安全について、園での午睡中の見守りや、ご家庭でできる工夫をご紹介します。 

乳幼児の睡眠とうつ伏せ寝について 

乳幼児は、眠っている間も体の向きや呼吸の状態に、少し配慮が必要な時期です。特に 0～1 歳頃は、自分で体勢を整える力が
まだ十分ではありません。 
うつ伏せの姿勢になることで、顔が寝具に近づきやすく、呼吸がしづらくなる場合があることが知られています。 
そのため乳幼児期のねんねでは、仰向けを意識して寝かせることがすすめられています。 

園での午睡中の見守りについて 

園での午睡の際は、仰向けで寝かせることを基本としています。お昼寝中も子どもたちが安全に過ごせるよう、全園児を対象にベビ
ーセンサーを取り入れ、5 分に 1 度の記録とあわせて、保育者が直接、呼吸や体の動き、顔色などを見守っています。  
年齢や発達によって寝返りの様子はさまざまですが、うつ伏せになっていることに気づいた際には、仰向けに姿勢を整えるなど、一人
ひとりに合わせた安全な対応を行っています。 
 
おうちでできる「ねんねの工夫」 
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